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G One 
アクティブ・スピーカー

概要
Genelec G Oneは高出力かつ音の色付けが極めて少ない、
幅広い帯域幅のサウンドを提供するコンパクトな 2ウェイ・
アクティブ・スピーカーです。 

スピーカーの配置
このスピーカーには、内蔵アンプ・ユニット、オーディオ・
ケーブル、電源ケーブル、およびオペレーティングマニュ
アルが付属しています。パッケージを開封したら、スピー
カーを所要のリスニング位置に配置し、リスニング・エリ
アの中央に向かうように置きます。可能であれば、リスニ
ング位置が部屋の左右中心線上に来るように、またスピー
カーが部屋の中心線から同じ距離になるようにシステムを
配置してください。

接続
接続する前に、信号ソースの電源スイッチが［OFF］に設
定されていることを確認してください。 

オーディオ入力はアンバランス RCAコネクター経由です。
プリアンプ、コンピューター、サウンド・カード、その他
の信号ソースからのラインレベル・オーディオ信号のみ接
続できます。パワー・アンプのスピーカー・ターミナルか
らの高出力信号は絶対に接続しないでください。スピーカ
ーの電源は、全ての接続が完了してから [ON]にしてくださ
い。 

ISS ™ 自動スタート機能
スピーカーの電源スイッチが［ON］になっている場合、ス

ピーカーの ISSTM（Intelligent Signal SensingTM）自動ス
タート機能が有効になっています。再生が終了して一定時
間が経過すると、自動で電源が [OFF]になりスタンバイ・
モードに入ります。スタンバイ・モード時の電力消費量は
通常 0.5W未満です。再生は、ソースからの入力信号が検
出されると自動的に再開されます。
自動電源 [ON]には、わずかな遅延が生じます。ISSTM機能
が不要な場合、背面パネルの［ISS Disable］スイッチを
［ON］位置に設定することで無効に切り替えることができ
ます。この場合、スピーカーの電源の [ON]/[OFF]は背面
の電源スイッチで切り替えることができます。

［Level -10 dB］スイッチ
［LEVEL -10 dB］スイッチは、G Oneの入力感度を 10 

dB単位で下げます。希望の再生ボリュームに合う設定を選
択します。 

トーン・コントロールを設定する
G Oneの周波数特性は、背面のトーン・コントロール・
スイッチを設定することで音響環境に合わせて調整できま
す。コントロールは［Tabletop］と［Bass］です。表 1は、
さまざまな状況での典型的な設定を示しています。図 2は、
周波数特性へのコントロールの効果を示しています。

Tabletop
このスイッチは、スピーカーがテーブル上やスピーカーと
リスナーの間に反響面がある面上に置かれる場合に［ON］
にすることをお勧めします。このような配置では、通常、
特定の低周波でブーストが生じます。［Tabletop］機能は、
これを補正するようデザインされています。 

オペレーティングマニュアル
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図 1：G One背面パネルのコントロール及びコネクターのレイアウト

Bass
［Bass］コントロールは 2 kHzを下回る低域レスポンスに

3種類の減衰レベルを提供します。通常、スピーカーが部
屋の境界付近に設定されている場合、または、低音がブー
ミーになったり強くなりすぎるような場合に必要となりま
す。減衰レベルは -2 dB、-4 dB、-6 dBです。-6 dB減

衰は、両方の［Bass］スイッチを［ON］に設定すること
で選択できます。

トーン・コントロールは、工場出荷時設定では全て［OFF］
位置に設定されています。この設定は、スピーカーが全て
の壁およびその他の固い物体から離れた位置に置かれてい
る場合、フリー空間でフラットな周波数特性を生成します。

TO WATER OR MOISTURE. NO USER SERVICEABLE PARTS
ELECTRIC SHOCK HAZARD. DO NOT OPEN. DO NOT SUBJECT

L'INTÉRIEUR REMPLAÇABLE PAR L'UTILISATEUR. ADRESSER

RISQUE DE CHOC ÉLECTRIQUE. NE PAS OUVRIR. NE PAS
EXPOSER À L'EAU OU L'HUMIDITÉ. AUCUN COMPOSANT À

AVERTISSEMENT

WARNING

INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

TOUTE RÉPARATION À UN PERSONNEL QUALIFIÉ.
29
2-
60
10
W

MAINS INPUT
50 / 60 Hz 30 W 100 - 240 V~

MADE IN FINLAND www.genelec.com

29
2-
G
1B
T

This device complies with FCC Part 15 and Canadian ICES-003 radio frequency Class B
emission requirements. Refer to operating manual for full information.

INPUT

BASS -4 dB
BASS -2 dB

ISS DISABLE
LEVEL -10 dB
TABLETOP

29
2-
G
1B
S ON

G One
Active Loudspeaker

リフレックス・ポート

天井および壁掛け用ネジ穴

トーン・コントロール

コネクター・パネル

Iso-Pod™
テーブル・スタンド

電源スイッチ
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表 1：さまざまな音響環境に対して推奨されるトーン・コントロール設定

調整は、必ず全てのスイッチを［OFF］位置に設定してか
ら開始してください。設定の様々な組み合わせを体系的に
計測または試聴して、最適な音響バランスを探します。 

取付についての検討事項
スピーカーを正しく配置する
スピーカーはリスニング位置を向くように配置してくださ
い。クロスオーバー周波数周辺のドライバー間のキャンセ
レーションの問題を最小限に抑えるため、縦向きで使用す
ることをお勧めします。

対称に配置する
スピーカーがリスニング位置から同じ距離で、対称に配置
されていることを確認してください。可能であれば、リス
ニング位置が部屋の左右の中心線上にあり、かつ前後は中
心から少しずれた場所となるように配置してください。ス
ピーカーは左右の中央線から同じ距離に、かつ左右間とリ
スニング位置が同じ距離になるように配置します。 

反響を最小限に抑える
デスク、キャビネット、コンピューター・モニターなど、
スピーカー周辺の物体からの音の反射は、サウンド・イメ

ージへの不要なぼやけや、また周波数特性の問題を生じる
原因となります。これは、反響面からスピーカーを離して
設置することで最小限に抑えることができます。 

最小隙間
モニターがキャビネットのような閉鎖された空間や壁内部
に埋め込む形で取り付けられる場合、アンプが十分に冷却
され、リフレックス・ポートが正しく機能するようにする
必要があります。スピーカーの背後、上、両側には、少な
くとも 5cmの間隔を空けてください。アンプ周辺の空間で
は、環境温度が 35度を超えないよう換気をする、または十
分な空間を取る必要があります。

取付オプション
G Oneでは、いくつかの取付オプションを提供しています。

Iso-Pod ™（Isolation Positioner/Decoupler ™）防振テ
ーブル・スタンドを使用すると、リスナーに向けてスピー
カーに角度をつけることができ、スピーカーを垂直方向に
正しく配置できます。また、スピーカー底面には、標準的
なマイク・スタンドに対応する 3/8インチ UNCネジ穴が
あります。背面には、Omnimount® ブラケット用のネジ穴
があります。  

スピーカー取付位置 Tabletop Bass

フラットな無響レスポンス OFF OFF

湿度の高い室内で自立 OFF OFF

反響する室内で自立 OFF -2 dB

隅 OFF -6 dB

壁際 OFF -4 dB

デスク上 ON -2 dB
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表 1：さまざまな音響環境に対して推奨されるトーン・コントロール設定

動作環境
これらのスピーカーは室内でのみ使用するようデザインさ
れています。動作温度範囲は 15～ 35度で、相対湿度は

20～ 80%（結露なきこと）です。結露を防ぐために、製
品を低温環境で保存または輸送した後に温かい部屋に運び
入れた際は、30分～ 1時間ほど待ってから箱を開けて主電
源に接続してください。 

メンテナンス
アンプ・ユニット内部にオーナー自身で点検修理が可能な
部分はありません。保守や修理はGenelec認定サービスの
み実施可能です。 

安全性についての検討事項
G Oneは国際安全基準に準拠するようデザインされていま
すが、安全な動作を確保し、スピーカーを安全な動作条件
下に保つため、以下の警告と注意を順守する必要があります。

・ 保守および修理を認定サービス以外の者が実施してはい
けません。 

・ スピーカー・エンクロージャを解体してはいけません。

・ スピーカーを水または湿気に曝さないでください。花ビ
ンなど液体で満たされた物体をスピーカーの上や付近に
置かないでください。 

・ このスピーカーは 85 dBを上回る音圧レベルを生成でき
ますが、このレベルは聴覚に恒久的な損傷を与える場合
があります。

・ 十分な冷却を保つため、スピーカーの背後で空気が対流
している必要があります。スピーカー周辺の空気の流れ
を遮らないようにしてください。

・ アンプは主電源コードがアンプまたは電源コンセントか
ら取り外されていなければ、AC電源から完全には接続
解除されません。

FCC規則への準拠
本製品は、FCC規則のパート 15に準拠しています。動作
は次の条件に基づきます。 

本機器が有害な妨害の原因とならないこと、および本機器
が不要な動作の原因となる妨害を含むあらゆる妨害を受信
すること。 

注：本装置は、テストの結果 FCC規則のパート 15に従い、
クラス Bのデジタル・デバイスの制限を遵守していること
が確認されています。これらの制限は、住宅に設置するに
あたり有害な妨害に対する適切な保護を提供することを目
的としています。本装置は無線周波エネルギーを発生、使用、
放射しており、指示に従わずに設置または使用された場合、
無線通信への有害な妨害の原因となる場合があります。た
だし、特定の場所に設置することによって妨害が発生しな
いという保証はありません。本装置がラジオやテレビの受
信の有害な妨害の原因となる場合は（装置電源をオン・オ
フすることでご確認いただけます）、以下の対策を 1つ以上
行って妨害を正すことをおすすめします。 

・ 受信アンテナの向きまたは場所を変更する。 

・ 装置と受信機の距離をさらに空ける。 

・ 受信機が接続されているコンセントとは別のコンセント
に装置を接続する。 

・ 取扱店または経験豊富なラジオ技術者またはテレビ技術
者に相談する。

 

製造者によって明示的に許可されていない変更を行うと、
装置を操作する権限が無効になる場合があります。
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図 2：上図のカーブはG Oneの空間応答への［Tabletop］および［Bass］の各コントロールの影響を示している
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システム仕様 

周波数特性（–6 dB） 67 Hz ～ 25 kHz

最大音圧レべル（Peak）、軸上、半空間、1 m、100 Hz～3 kHz > 96 dB SPL

最大音圧レべル（RMS）、IEC特性ノイズと同条件（ドライバー・ユニット保護回路による制限）@1 m：  

> 91 dB SPL

残留ノイズ・レベル、フリー空間、軸上、@ 1 m（A特性）： < 5 dB

高調波歪み、85 dB SPL、軸上、1 m 70...400 Hz    < 3 % 

>400 Hz         < 0.5 %

入力コネクター・タイプ： 1 x RCAメス

入力インピーダンス： 7 kΩ

クロスオーバー周波数、ウーファー /ツイーター： 3.0 kHz

Tabletopコントロール動作範囲： -4 dB @ 200 Hz

Bassコントロール動作範囲（–2 dB単位）： 0 ～ -6 dB @ 200 Hz 

ベース・アンプ出力（長時間出力はドライバーユニット保護回路により制限）： 25 W

トレブル・アンプ出力（長時間出力はドライバーユニット保護回路により制限）： 25 W

アンプシステム歪み（通常出力THD+N時）： < 0.08 %

主電源電圧： 100～240 V AC、50～60 Hz

電圧動作範囲： ± 10 %

消費電力

スタンバイ（ISS有効） 

待機 

フル出力

 

<0.5 W 

5 W 

30 W

ベース・ドライバー 

トレブル・ドライバー

76 mm 

19 mm 

質量： 1.7 kg

外寸： 

Iso-Pod™ テーブル・スタンドを含む高さ 

Iso-Pod™ テーブル・スタンドを含まない高さ 

幅 

奥行き

195 mm

181 mm

121 mm

115 mm 
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Genelecドキュメント D0105R001dJP-a Copyright Genelec Oyおよび株式会社ジェネレックジャパン 2023年 6月 全てのデータは予告なく変更する場合があります。

www.genelec.jp

G One

株式会社ジェネレックジャパン
＜本社＞
107-0052
東京都港区赤坂二丁目 22番 21号

修理お問い合わせ先
＜ジェネレックサービスセンター＞
電話番号：050-3786-1236
平日10：00～18：00  　
（夏季 / 年末年始休業を除く）

修理のご依頼は、お電話または修理依頼フォームがご
利用いただけます。修理依頼フォームは、Webサイト
のカスタマー・サービス内にご用意しております。
www.genelec.jp/customer-service/

製品保証について
G Oneは、材料または製造上の瑕疵および不具合に関し
て 2年間保証されています。販売条件および保証条件につ
いて詳しくは販売店にお問い合わせください。

www.genelec.jp/customer-service/ よりモニターをご
登録ください。これにより 3年の延長保証（トータル 5

年保証）が受けられます。


	クイック・セットアップ・ガイド
	スピーカーの設置
	デスクトップでの設置
	スピーカーの角度と距離
	RCAケーブルの分割の仕方
	接続
	トーン・コントロールの使い方

	概要
	スピーカーの配置
	接続
	ISS ™ 自動スタート機能
	［Level -10 dB］スイッチ
	トーン・コントロールを設定する
	Tabletop
	Bass

	取付についての検討事項
	対称に配置する
	反響を最小限に抑える
	最小隙間

	取付オプション
	動作環境
	メンテナンス
	安全性についての検討事項
	FCC 規則への準拠
	システム仕様



